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５月１日に天皇陛下が御即位され、日本は令和という新しい時代を迎えました。新たな時

代の幕開けに、最も重要な同盟国である米国の大統領御夫妻であり、そして、私と妻の大

切な友人であるトランプ大統領とメラニア夫人を初の国賓としてお迎えできることを大変うれ

しく思います。 

 トランプ大統領とは、先月もホワイトハウスで首脳会談を行い、メラニア夫人の誕生日を一

緒にお祝いいたしました。来月もＧ２０大阪サミットに出席のため、再び来日していただきま

す。 

 平和安全法制により、日米は互いに助け合うことのできる同盟となり、そのきずなは盤石な

ものとなりました。そして、ドナルドとの非常に親密な個人的信頼関係により、日米同盟のき

ずなはもはや揺るぎようのない、世界で最も緊密な同盟となりました。 

 令和の新たな時代において、日米は真のグローバルパートナーとして、地域と国際社会の

平和と繁栄を主導していきます。この度のトランプ大統領御夫妻の国賓としての訪日は、日

米のこの揺るぎないきずなを内外に鮮明にする絶好の機会となりました。トランプ大統領とメ

ラニア夫人の友情に心から感謝いたします。 

 本日の首脳会談では、最新の北朝鮮情勢を踏まえ、十分な時間をかけて方針の綿密な

すり合わせを行いました。日米の立場は完全に一致しています。トランプ大統領とメラニア夫

人には、一昨年の訪日の際に引き続き、改めて拉致被害者の御家族と面会していただき、

御家族の皆様を励まし、勇気づけてくださいました。何よりも重要な拉致問題の一日も早い

解決に向け、次は私自身が金正恩（キム・ジョンウン）委員長と直接向き合わなければな

らないとの決意です。条件を付けずに金正恩委員長と会って、率直に、虚心坦懐（きょしん

たんかい）に話をしたいと考えています。トランプ大統領からも、こうした私の決意に対し、全

面的に支持する、あらゆる支援を惜しまないとの力強い支持を頂きました。引き続き日米で

緊密に連携しながら、あらゆるチャンスを逃さず、拉致問題の一日も早い解決に向け、果断

に行動してまいります。 

 本日の首脳会談では、エネルギー、デジタル及びインフラ分野を含め、自由で開かれたイン

ド太平洋の実現に向けた日米協力が着実に進展していることを歓迎しました。今後とも、日

米で手を携え、この日米共通のビジョンの実現に向けた協力を力強く推進してまいります。

豪州、インド、ＡＳＥＡＮ（東南アジア諸国連合）、英国、フランスを始めとする関係諸

国と、自由で開かれたインド太平洋の実現に向けた協力を強化、拡大していくことでも一致

しました。 



 トランプ大統領が就任して以来、日本企業は、米国への２４０億ドルの新たな投資を

決定し、これにより４万５０００人の新しい雇用を生み出すことになります。大統領が実

施した大胆な税制改革によって、自動車やエネルギー関係の日本企業が、オハイオやペン

シルバニア、ミシガン、アラバマやケンタッキーといった州に新たな投資を決定しました。世界で

最も米国の経済に貢献しているのが日本企業であります。前回の首脳会談からたった１か

月の間に日本企業による対米投資は１０億ドルも増加しました。旺盛な投資意欲の下、

日本企業は対米投資を次々と決定しています。日米経済関係はウィン・ウィンの形で大きく

発展しつつあります。昨年９月の共同声明に沿って、茂木大臣とライトハイザー通商代表と

の間で議論が進められていることを歓迎します。 

 本日の会談では、トランプ大統領との間で、日米ウィン・ウィンとなる形の早期成果達成に

向けて、日米の信頼関係に基づき、議論を更に加速させることで一致しました。来月のＧ

２０大阪サミットの際に、トランプ大統領を大阪でお迎えできることを大変楽しみにしていま

す。Ｇ２０サミットの成功のため、日米協力は不可欠です。引き続きトランプ大統領と緊密

に連携してまいります。 

 昨日のゴルフ、大相撲観戦、メラニア夫人を交えた夫妻同士の夕食会も含め、トランプ大

統領とくつろいだ雰囲気の中で様々な話をし、トランプ大統領との友情と信頼関係を更に深

めることができました。 

 ドナルドが、優勝した朝乃山関に大統領杯を手渡したときの館内の盛り上がりと熱狂は、

伝統ある大相撲の歴史に新しい時代にふさわしい新たな１ページを刻みました。ドナルド、

ありがとう。 

 明日は、トランプ大統領と共に、横須賀に停泊中の護衛艦「かが」を訪問し、日米同盟の

強固なきずなを改めて内外に示したいと思います。 

 最後に、改めて、ドナルドとメラニア夫人に、新たな令和の時代における初めての国賓とし

て訪日いただいたことに、心から感謝いたします。 

 

 


